
 

第 1 回 図柄入りナンバープレート等に関する検討会 

議事概要 

 

１．日 時：令和６年７月１６日（火）１５：００～１７：００ 

２．場 所：国土交通省共用会議室２Ｂ 

３．出席者：石田委員、今田委員、岡安委員、北嶋委員、竹岡委員、 

寺井委員、吉田委員（５０音順） 

 

４．議事概要 

（１）資料１の設置要領案に基づいて「図柄入りナンバープレート等に関する検討会」を物

流・自動車局に置くことにつき、委員の了承を得た。  
（２）本検討会の座長として石田委員が選任された。  
（３）資料２の説明後、資料２について議論を行った。 
（４）資料３の説明後、資料３について特段意見はなかった。 
 
（委員からの主な意見） 
○ 資料２の申込件数の推移を見るに、地方版と全国版で取り合いは発生しているようには

見えないため、全国版が引き続き受け入れられているのではないか。 

 

○ 大阪万博や園芸博は地域性が強い。コンセプトの偏りがないナンバープレートが１種類

だけではなく同時に２種類あり選択できる方が普及率は上がるのではないか。 

 

○ 全国版は、今の図柄がそれなりに堅調に推移しているのであれば、継続で良いのではな

いか。図柄が変わった場合に前の図柄を付けたい方もいると思うので、例えば数か月図柄

を残し、新しいデザインに移行する方法も良いと思うが、二重で製造するというのはコス

ト的にも大変かと思う。 

 

○ 全国版の今後の方向性について、業界としては、全国版がなくなってしまうと、地方版

がない地域の製造メーカーは今の設備を使用しなくなる。その後、他の図柄入りナンバー

プレートを出すとしても、製造をやめた地域はすぐに対応できない可能性があるため、全

国版は続けていただきたい。 

 

○ 図柄入りナンバープレートの製造システムはある種のインフラと言える。インフラがな

くなることは避けるべきであり、全国版を継続したほうが良いと思う。継続する場合には

デザインが重なる時期があっても良いと思うが、具体的にどういった形で重なり合う期間

を設けるのか、その場合のコスト見合いの問題等についてはちょっと深掘りしていただき

たい。 

 



 

○ 軽自動車の寄付金あり（フルカラー）の割合が寄付金なし（モノトーン）に比べて多い

地域は、若い層からデザインが受け入れられているように感じる。もし全国的に見ても、

そういう傾向があれば、他地域で寄付金あり（フルカラー）を選択してもらうときの１つ

の目安になるのではないか。 

 

○ 第１弾、第２弾は導入から日が経っているが、普及率が２％を超えている地域と超えて

いない地域では依然として差があると感じる。その差が図柄によるものなのか、普及促進

の取組によるもので変わってくるのかは精査する必要がある。 

 一方で、飛鳥は７.６２％という非常に高い普及率になっているので、飛鳥での取組につい

て、注目に値する。 

 

○ モノトーンのナンバープレートの選択肢があることはとてもユーザーファーストだと思

うものの、図柄入りナンバープレートの目的は観光振興、地域振興であるため、寄付金な

し（モノトーン）モデルをどこかのタイミングで見直しても良いと思う。 

 

○ 業界としては、寄付金あり（フルカラー）と寄付金なし（モノトーン）を用意する場合に

比べ、寄付金あり（フルカラー）のみとなれば半分の種類のナンバープレートを用意すれ

ば良くなり、在庫管理等の効率が上がる。そうなった場合、１地域で２つの図柄を製造す

ることもありかもしれない。 

 

○ 図柄入りナンバープレートを買うか買わないかのアンケートを取った際に、買わないと

いう方に話を聞いたところ、図柄を決定するための住民アンケートで次点になった図柄な

ら買いたかったという方が案外いた。寄付金なし（モノトーン）の製造を止めた上で、そ

ういうニーズにも対応するために、製造メーカーでの状況等を踏まえて検討しても良いの

ではないか。 

 

○ ナンバーフレームをつけることで軽自動車だと分かりにくいようなナンバーが支持され

て、それによって軽自動車の売り上げが上がるのであれば、軽自動車のナンバープレート

自体を見直しても良いのではないか。 

 

○ 軽自動車ユーザーは基本的に黄色いナンバープレートは嫌で一見普通車と同じならＯＫ。

黄色いナンバーではなくなるという理由で、モノトーンを選択している人がすごく多いと

思うが、逆にこの寄付金なし（モノトーン）がなくなれば、軽自動車の車両価格も高くな

っていることもあり、ほとんどのユーザーは寄付金あり（フルカラー）を選択するのでは

ないか。 

 

○ 国民の皆さんの関心が非常に高い分野なので、モノトーン版の図柄入りナンバープレー

トを廃止した際に、軽自動車のユーザーからどのような反応があるのかは、しっかりと調



 

査を行いユーザーの皆様に理解していただく必要があると思う。 

 

○ 海外におけるナンバープレートの寄付金の有無、寄付金の使途（寄付がある場合）、モノ

トーン版の有無について事例調査してほしい。 


